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げており，ついで約4割が「自分」を挙げていた。
本研究において最も多かった要因は「自分」であり
約8割を占めており，その他の要因は約1割以下で
あった。
３）体育授業が楽しかった人と楽しくなかった人の
要因の比較
図4は本研究において体育授業が楽しかったと
回答した人と楽しくなかったと回答した人のその要
因を比較した結果である。「その他」に回答した人
と複数回答した人を除外し「自分」「教師」「友人」
の要因で分析した結果，体育授業が楽しかった人に
おいて約半数が「友人」を最大の要因としており，
次に「自分」，「教師」の順であった。一方で体育授
業が楽しくなかった人の最大要因は「自分」であり
約9割を占めており，「教師」は約1割，「友人」は
2.4％という，わずかな回答だった。
４）授業に対する意識の自由記述の分析
図5は体育授業が楽しかったと回答した人の自
由記述，図6は体育授業が楽しくなかったと回答
した人の自由記述の分析結果である。図5より，
体育が楽しかった人に最も多い記述は「13.友達と
運動するのが楽しかった」であり，次いで「3.体
を動かすことが楽しい，好き」，「2.体育や運動が
好き」であった。図6より，体育が楽しくなかっ
た人に最も多い記述は「2.体育や運動が苦手」で
あり，次いで「12.内容によっては楽しくなかった」，
「18.教師の授業の仕方が嫌だった」であった。
図5より体育授業が楽しかったと回答した人の
自由記述によると，「友人と一緒に運動すると，運
動が苦手でも楽しかった」，「上手な人もあまり上手
でない人も楽しめる仲の良さがあったから」等，運
動を通じた友人との関わりを体育授業の楽しさと感
じていることが分かった。また，幼少期からの運動
経験があったことから抵抗なく運動に参加すること
ができ，体を動かすことや体育や運動そのものが好
きで課題の克服や達成感も感じていた。「20.教師
の授業計画や指導行為が良かった」というカテゴリー
に分類した記述内容は「好き・嫌い・得意・苦手な
ど関係なく全員参加できたし，先生も運動が苦手な
子のことをしっかり考えてくれていたから」，「教師
の指導がよく，友人と協力・競争して楽しかった」，
「教師の授業が分かりやすく，友達と楽しくできた」
と記載されており，受講者が回答した体育授業の楽
しさや満足度の背景には教師の工夫された授業計画
や指導行為が関与していることが分かった。受講者
は生徒自らが選択できるような主体性を促す仕組み
や強制されない自由な雰囲気を評価し，教師と生徒，
生徒同士の肯定的な関わりを持つ運動に対し満足し
ていることが分かった。
図6より体育授業が楽しくなかったと回答した
人は，体育や運動が苦手だと感じてきた人が多く，
「3.元から運動神経が悪い」と感じていた。「9.座
学の方が得意」や「10.楽しくなく，興味もなく，
楽しい体育授業の満足度に影響する要因
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図２．体育授業が楽しかった人の要因の比較
（n=590，χ2（3）=60.19,p＝0.000）
図３．体育授業が楽しくなかった人の要因の比較
（n=235,χ2（3）=44.52,p=0.000）
図４．本研究の体育が楽しかった人と楽しくなかっ
た人の要因の比較
（n=583,χ2（2）=135.83,p=0.000）
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必要と思えなかったから」の記述内容から，体育や
運動に対しての価値観は「できる，できない」，「嫌
い」に固執していた。「自分が苦手なのが一番だが
教師もしっかり教えてくれないし友人にも迷惑をか
けるし，クラスの人がバカにしてきたから」，「教師
も運動が得意な人中心の授業をしていたから」，「教
師には努力を認めてもらえず，存在を無視されてい
たから」，「できないことが多くてやらされた感があっ
た」，「先生によっては苦手な生徒も参加できるよう
な授業だったのでその時は楽しかった。自分と先生
との相性もあると思う」という記述内容から，自分
が運動に対し苦手意識を持っていたことが楽しくな
かった最大要因であると認めてはいるものの，苦手
でも運動に参加できる授業内容で，できなくても努
力したことを教師に評価して欲しかったという教師
への思いがあることも分かった。
４．考察
本研究の結果から，近年の学生達は小学校・中学
校・高等学校で受けてきた体育授業に対して約 7
割が楽しかったと回答し，約3割が楽しくなかっ
たと回答していた。この結果は1958年の小林の先
行研究（9）（10）で高校生を対象に行った調査と同程度
であり，体育授業に対する満足度の割合は今も昔も
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図5．体育が楽しかった理由の分析
（ ）は回答数を示したもの
図６．体育が楽しくなかった理由の分析
（ ）は回答数を示したもの
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変化していないということが分かった。
先行研究（9）（10）では体育授業の楽しさの要因は
「自分」であったが本研究では半数以上の人が「友
人」を最大要因としており，自由記述で最も多い内
容は「友達と運動するのが楽しかった」であった。
体育科に関しては平成11年に改定された学習指
導要領（15）において「体操」から「体つくり運動」
に領域名が変更し，心と体の健康の維持増進を目的
とした運動内容が取り入れられた。「体つくり運動」
の領域には体力を高める運動と，体ほぐしの運動が
あり，後者は「自己の体に気づき，体の調子を整え
たり，仲間と交流したりするいろいろな手軽な運動
や律動的な運動をすること」をねらいとした，「技
能」ではなく運動するという「経験」を重視してい
る。高橋（16）は近年の体育授業の教材作りにおいて
「体ほぐし運動が位置づいたように，体と心の発達
や社会的発達の観点から運動の価値が再評価される
ようになっており，そのような発達にふさわしい教
材作りが求められている」と述べている。アメリカ
のナショナル・スタンダードにおける学習成果の基
準の一つにも「健康，楽しみ，挑戦，自己表現及び
社会的相互作用のための身体活動に価値をおく
（Valuesphysicalactivityforhealth,enjoyment,
chalenge,self-expression,and/orsocialinterac
tion）」（17）とされている。このことから近年の国内
外の保健体育科の内容は他者との関わりを重視した
社会的相互作用にも価値が置かれるようになってお
り，本研究のアンケート調査に協力した受講者が高
等学校までに受けてきた体育授業にもその効果は反
映されているのではないかと推察する。
杉原（18）は運動が好きになるきっかけは「能力」
「面白さ」「対人的交流」，高田（19）は子どもが好む
体育授業は「快適な運動」，「技術の伸長」，「明るい
交友」，「新しい発見」としている。両者ともに交流
を挙げていることからも教師や友人との関わりの楽
しさ，つまり社会的相互作用の価値に気づくことが
できることは体育授業に対する満足度を上げるので
はないかと考える。
岡澤（20）は運動が上手にできるという自信である
「身体的有能さの認知」，努力すれば，練習すればで
きるようになるという自信である「統制感」，指導
者や仲間から受け入れられているという自信である
「受容感」の3つの因子で構成した運動有能感尺度
を開発し，運動が苦手な学習者を内発的に動機づけ
るためには「統制感」と「受容感」を高める方法を
検討することが有効であるとしている。本研究でも
運動が楽しかった人の自由記述には「7，達成感が
あった。できないことができるようになり，分かる
経験があった」という内容があり，「統制感」を感
じている。さらに友人や教師との関わりを肯定的に
評価していたことから「受容感」も高いと推察され
る。しかし，運動が楽しくなかった人の自由記述に
は運動有能感を推察できる内容は見られなかった。
杉原（21）は運動場面で練習しても上達しないという
事実に気づき，上達しない原因は自分に能力がない
ためだと考え，努力しても上達しないと考えると学
習性無気力感に陥るとしている。本研究の図6の
「運動が苦手・嫌い，できなかった」，「運動に興味
が持てず楽しくなかった」に属する記述からは幼少
期からの運動経験の不足により，「元から運動がで
きない」と思い，「体を動かす行為に興味はない」
というような学習性無力感を感じさせる内容であっ
た。さらに，「教師の指導行為が良くなかった」，
「周りと比較してできなかった」に属する記述から
は「運動が苦手だし，教員には努力を認めてもらえ
ず，存在を無視されていたから」，「皆の前で恥ずか
しい思いをしたから」等が記載されており，教師や
友人との相互作用において肯定的な関わりの経験も
少ないことが分かった。
岡澤（22）は教材・教具づくり，指導スタイル，教
師の行動が運動有能感を高めると報告している。高
橋は（23）「実際の授業場面においては，教材でねら
いとした事柄が子どもたちに正しく学習されないケー
スがしばしば生じる。特に能力の低い子どもにおい
てはそうであり，教師の適切な働きかけや導きが不
可欠になる」と，運動や体育授業に対してネガティ
ブな気持ちを抱いる生徒への教師の状況に応じた柔
軟な対応の重要性を述べている。さらに，梶尾（24）
は運動が苦手な子は教師から言葉をかけられた喜び
を多く味わっておらず教師から助言されるという期
待感も少ないことを報告し，賞賛したり励ましたり
個人内の伸びを指摘したりして肯定的な言葉かけを
多くかけることが大事であると述べている。
今後の大学体育において運動や体育授業に対する
満足度を高め，生涯にわたって運動に親しむための
運動の価値観を定着させるためには，運動の得意不
得意に関わらず，各自の能力に応じた快適な運動で
あること，個人の技術の伸長に気づくことができ，
楽しい体育授業の満足度に影響する要因
―35―
友人との楽しい関わりを多く取り入れ，運動に対す
る新しい価値観や意味づけを得られるような工夫が
望まれる。そのためには能力主義にとらわれず第一
に運動の経験を大切にすること，運動が苦手で運動
に対して消極的な受講者においては，教師の働きか
けや導き方のさらなる工夫も必要であると考える。
教師や受講者同士の関わりが多い授業では，体育授
業が楽しかったと思う群が感じている「笑顔の多い
雰囲気のいい授業」，「仲良しな雰囲気だと運動嫌い
でも楽しめる」というような，お互いを尊重し合え
る学習集団になることができると考える。教師と受
講者，受講者同士の関わりや学びあいを多く取り入
れた，社会的相互作用の多い授業づくりが望まれる。
脚注
＊注1 ラベル図考（14）
ラベルやカードなど付箋を学習や思考の道具とし
て用いる方法は，日本では1960年代後半から散見
され，川喜田次郎のKJ法，梅託忠雄のこざね法，
中山正和のNM法等，ビジネスマンの「知的生産
の創造性技術・技法」として用いられ始めた。教育
界では21世紀に入った頃から新しい学力観に立つ
教育の構想が具体化され，1995年頃から教育界に
おいて林善樹のラベルワークの理論と実践が構築さ
れた。著者は2004年から林にラベルワークを習
い（25），授業実践や質的研究の分析方法（26）（27）とし
て用いてきた。本研究では自由記述の内容の分析方
法として，ラベルを用いて図解づくりを行う「ラベ
ル図考基本型」（14）を用いて分析を行った。
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